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ラット視索前野性的二型核の可視化
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ラット視索前野性的二型核（SDN-POA）はその大きさ
に性差がある神経核として知られており，雌に比べ雄で有
意に大きい．ヒトでも相同の神経核の存在が報告され，性
同一性障害との関係が最近注目されている．SDN-POAの
雄性化は，周生期の雄仔精巣から産生分泌されるテストス
テロンが芳香化され，エストロゲンとして α型エストロ
ゲン受容体（ERα）に作用することで引き起こされること
がわかっているが，その詳細な性分化機構についてはいま
だ定説を得ていない．この最大の原因は in vivo で SDN-
POAを可視化できないことにあり，この隘路を解決すべ

く，ERα遺伝子プロモーター 0�Bトランスジェニックラッ
ト 1の解析を行ったところ，SDN-POAニューロンがプロ
モーター活性依存的に発現する緑色蛍光タンパク（EGFP）
によって特異的にラベルされ，その領域の大きさに SDN-
POA同様の性差が存在することが明らかとなった 2．われ
われはこれを 0�B-SDNと定義した．この結果により in
vivo における SDN-POAの可視化が実現し，今後 0�B-SDN
形成過程の可視化などを通して，性分化機構解明に向けた
研究進展が期待される．

連絡先：濱田知宏 〒113―8602 東京都文京区千駄木 1―1―5 日本医科大学生理学講座（システム生理学分野）
E-mail: thamada@nms.ac.jp
Journal Website（http :��www.nms.ac.jp�jmanms�）



日医大医会誌 2010; 6（3） 97

Fig. 2

Fig. 1 SDN-POA特異的EGFP発現
8週齢トランスジェニックラットを灌流固定後，厚さ 30
µmの凍結切片を作成し，propidium iodide（PI）による
核染色（マゼンタ）を行った．写真は SDN-POAの中心
を含む連続切片の蛍光像を示す．左が雄（A～C：EGFP，
D～F：PI）右が雌（G～I：EGFP，J～L：PI）である．
EGFP発現細胞は核染色により定義された SDN-POAの中
心部に集中して存在しており，0�B-SDNの領域は SDN-
POAの 60％を占めていた．0�B-SDNは雌に比べ雄で大
きく，SDN-POAと同様に性差が観察された．3V：third
ventricle，ac：anterior commissure，oc：optic chiasm．
Scale bar，500 µm.

Fig. 2 視索前野における 0�B-SDNと ERα免疫陽性細胞
の関係
視索前野では雌雄ともに多くのERα免疫陽性細胞が存在
している（Bと E，マゼンタ）が，EGFPでラベルされる
細胞は 0�B-SDNに集中（Aと D，緑）している．また 0�
B-SDNニューロンの 95％は ERα免疫陽性である（Cと
F，白）．ERα遺伝子プロモーターは複数存在することが
知られており，それらの部位および時期特異的な機能は良
くわかっていない．本研究は視索前野では複数のERα遺
伝子プロモーターが機能し，SDN-POAにおいてはプロ
モーター 0�Bが特異的に機能していることを示唆するも
のである．3V：third ventricle．Scale bar．200 µm.
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